
市民の部 1 

 

【応募用紙】 

1.応募者概要 

氏 名または 

団体名 

（ふりがな：とくていひえいりかつどうほうじん わかば ） 

特定非営利活動法人わかば 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場

合） 

（ふりがな：           かわぐち しんじ  ） 

会員数 

（団体の場合） 

（令和３年１１月現在） 

１２名 

（役職）     （氏名）川 口 信 二 

理事長 

ホームペー

ジ 

アドレス 

https://www.npohomepage.go.jp 

/npoportal/detail/105001884 
活動開始年月 

平成 29年２月 

（H29 年「きりがおか 22街区緑

の会」発足、H31 年３月 NPO 法人

わかば設立） 

活動分野 

（複数選択

可） 

１ 川・海・水 ② 緑・樹林 ３ 農業 

④ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

⑦ 地球温暖化対策 ８ その他（                   ） 

環境に関す

る主な活動

内容 

(審査対象と

なる環境活

動・取組を箇

条書きで記

入。行を適宜

追加して下さ

い) 

環境に関する主な活動内容 

(例）□□の美化・清掃活動、○○の生き物調査、植樹活動、△△の環境

教育、食品ロス削減、地産地消 など 

※ (もし該当がある場

合は、SDGs の目標番号

を記入してください) 

・緑区霧が丘三丁目２２街区市道３４０ｍ（植樹枡美化活動）  

・緑区霧が丘三丁目２２街区市道３４０ｍ（沿道清掃活動）  

・緑区霧が丘三丁目２２街区内花壇（植栽維持管理）     

・ＮＰＯ法人ぷかぷか（しょうがいしゃ独立支援事業他）と協働（美化清

掃活動） 
 

活動地域 

（複数選択

可） 

 １ 横浜市 （    緑   ） 区          ２ 横浜市全域 

３ その他（                                 ） 

活動の目的

やねらい 

・花いっぱい活動（地域の美化・清掃）による地域の活性化 

 沿道落葉樹の落葉を回収して資源自然循環（腐葉土・土壌改良材・マルチング） 

・殺虫防虫剤等薬剤を使用しない自然農法（害虫駆除は益虫による駆除）を実践しています。 

・ＮＰＯ法人ぷかぷか（しょうがいしゃ独立支援事業）と協働（美化清掃活動） 

 緑区霧が丘三丁目２２街区市道３４０ｍ（沿道美化清掃活動） 

 しょうがいしゃ共生社会（社会のバリアフリー化＝共生社会・霧が丘のまち） 

過去に受けた

表彰および受

賞年度 

平成３０年１月７日 感謝状（理事長・個人受賞） 霧ケ丘連合自治会長より  

令和元年８月２３日 ハマロード・サポーター表彰（きりがおか２２街区緑の会）（横浜市） 

 

提出いただいた応募書類（規約・会則等、役員名

簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介のため、

ホームページ上に公開します。応募用紙・補足資

料に個人情報を記載しないようご注意ください。 

https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/105001884
https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/105001884
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※SDGs（持続可能な開発目標）を達成するための活動の中で、環境の保全や環境教育など、環境に関する活動

は応募対象となるため、参考までに御記入いただくものです。該当しない場合は記入不要です。 

２ 最近３年間の主な活動 

※「１ 応募者概要」の「環境に関する主な活動内容」について、最近３年間の主な活動内容を記入してくださ

い。 

 

活動・取組・イベント等の名

称 

発行した印刷物等の名称 

参加人

数、発

行部数

等 

詳 細 内 容 

令

和

元

年

度 

毎月１回（清掃） 

春秋花いっぱい活動(年２回) 

 

通年 花壇（沿道植樹枡） 

 

通年 ２２街区内花壇  

通年 ２２街区来客用駐車場 

60 人 

20 人 

 

200 人 

 

220 人 

365 人 

ハマ・ロード申請道路を清掃 

緑区役所・連合自治会・２２街区自治会より花苗提供を受け 

ハマ・ロード申請道路３４０ｍに花苗を植栽 

美化清掃維持管理作業 

緑土木事務所より年 1回花苗の提供を受ける。 

美化維持管理作業 

有料駐車場運営（３６５日２４時間対応） 

UR都市機構賃貸住宅（４８０世帯）２２街区には来客用駐車

場が無く外来者の迷惑駐車によるトラブルがしばしばありまし

た。極端な例では月極駐車場契約者が駐車場より出ることが 

出来ずに夜間にクラクションを鳴らすという事態もありまし

た。閑静な住宅街に夜間クラクションが響き亘り公道ではない

ので警察の取り締まりもできない問題を解決しました。 

閑静な住宅地域としての環境になりました。 

令

和

２

年

度 

毎週水曜日清掃 

 

春秋花いっぱい活動(年２回) 

 

通年 沿道植樹枡（花壇） 

 

通年 ２２街区内花壇  

通年 ２２街区来客用駐車場 

60 人 

 

20 人 

 

200 人 

 

220 人 

365 人 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」[しょうがいしゃ]と霧が丘三丁目２２

街区沿道の美化清掃作業 

緑区役所・連合自治会・２２街区自治会より花苗提供を受け 

ハマ・ロード申請道路３４０ｍに花苗を植栽 

美化清掃維持管理作業 

緑土木事務所より年 1回花苗の提供を受ける。 

美化維持管理作業 

有料駐車場運営（1時間 40 円夜間 12時間無料） 

令和元年度参照 

令

和

３

年

度 

毎週水曜日清掃 

 

春秋花いっぱい活動(年２回) 

 

通年 沿道植樹枡（花壇） 

 

通年 ２２街区内花壇  

通年 ２２街区来客用駐車場 

120 人 

 

20 人 

 

200 人 

 

220 人 

365 人 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」[しょうがいしゃ]と霧が丘三丁目２２

街区沿道の美化清掃作業 

緑区役所・連合自治会・２２街区自治会より花苗提供を受け 

ハマ・ロード申請道路３４０ｍに花苗を植栽 

美化清掃維持管理作業 

緑土木事務所より年 1回花苗の提供予定（１２月） 

美化維持管理作業 

有料駐車場運営（1時間 40 円夜間 12時間無料） 

令和元年度参照 
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３ 地域との関わり 

 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容 

自治会・

町内会と

の関わり 

霧が丘連合自治会 

 

 

 

２２街区自治会 

春季植栽（緑区役所・霧が丘連合自治会・２２街区自治会）の沿道

美化清掃事業 

秋季植栽（緑区役所・霧が丘連合自治会・２２街区自治会）の沿道

美化清掃事業 

霧が丘２２街区内の花壇美化活動（通年）             

学校との

関わり 

創英大学 

 

 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」[しょうがいしゃ]との毎週水曜日の市道２２

街区沿道清掃作業へ創英大学生の研修参加（年数回） 

他の市民

団体との

関わり 

ＮＰＯ法人ぷかぷか 

 

 

 

緑区霧が丘三丁目２２街区市道沿道の美化清掃活動（協働事業） 

毎週水曜日に「ＮＰＯ法人ぷかぷか」しょうがいしゃと沿道美化清

掃活動を有償にて依頼「ＮＰＯ法人ぷかぷか」（しょうがいしゃ自

立支援事業他）     

社会のバリアフリー化（共生社会）実現へ                                         

企業等と

の関わり 

地元建設業 

 

 

 

大降雪時は建設業者の代表者が自ら小型ブルドーザーを運転して通

学路・バス停前（歩行者専用道路）除雪作業します。 

補助作業の協力をしています。 

 

行政との

関わり 

緑区役所 

地域振興課 

 

 

 

緑土木事務所 

 

資源循環局緑事務所 

緑消防署 

「緑区チャレンジ提案事業」３年目 令和３年度補助金 １０万円 

みどり「ひと・まち」スクール 第４期・第５期生 市民大学校 

ハマロード・サポーター認定団体（きりがおか２２街区緑の会）は 

法人格が無いのでその後に「特定非営利活動法人わかば」を設立 

市道維持管理活動を表裏一体（代表者同じ）で行う。   

通年活動への清掃用具・花苗等の物品援助 

園芸講座通期３年全３０講座受講中（地域活動サポーター養成講座）                   

環境事業推進員（横浜市委嘱）：年２回地域沿道ゴミ拾い等活動中 

家庭防災員（ＡＥＤ取り扱い受講者） 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

「霧が丘バザール」

（霧が丘四丁目）の立

ち上げ 

「買い物難民・地域 

交流・共生社会へのア

ピール」 

 

 

旧 UR都市公団（現UR都市機構）が昭和５０年代後半に霧が丘地域 

開発時施設のスーパーが撤退後に高齢者用福祉施設になり、近隣に小

中規模のスーパーが無くなったことから高齢者はバスで駅前スーパ

ーに買い物に行くようになりました。 

有志で「霧が丘バザール」（場所：霧が丘四丁目）実行委員会を起ち

上げて利便性や地域交流の場として令和２年１１月に第１回を開催

しました。 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」に社会のバリアフリー化（共生社会）の実現へ 

「霧が丘バザール」に参加していただきました。 

本年度は毎月１回の開催予定（雨天中止）を実施しています。 

本年度より実行委員会は霧が丘四丁目在住者を主体として開催され

ていますが開催時に備品（テント）の提供協力をしています。 
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４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 

平成２年より緑区霧が丘２２街区に住んでいましたが東京での仕事通いで地域の市民活動は全くせずに無関

心でした。 

平成２５年度より自治会役員を自分自身が初めて引き受けることになり地域の実態を知る事になりました。 

当時はＵＲ賃貸４８０世帯の内、自治会員は１２０数名で会員の高齢化と新規入居者は自治会へ加入すること

が少なく凋落の一途でした。 

令和３年度自治会員数は７０数名でもはや限界自治会になり、隣接地区２４街区自治会は令和２年度もって解

散してしまいました。 

当時（平成２５年）は緑区霧が丘三丁目２２街区沿道（市道）街路樹の植樹枡は雑草・吸殻・空き缶・空き瓶

ポイ捨て・犬のフン害・等々落ち葉は歩道一面にちらかり放題でした。 

緑区地域振興課より霧が丘連合自治会を通して年２回（６月・１１月）花苗を各自治会に配布し自治会員によ

り市道沿道街路樹（植樹枡）に花苗を植えていましたがその後はほったらかしで水やりも全くしませんので、

晴晴天が続くと路地植えとはいえ枯れてしまいます。 

平成２６年の秋より独りで沿道環境整備（霧が丘三丁目２２街区市道沿道）の活動を始めた当初は孤立無援で 

全く見向きもされませんでした。 

市道沿道街路樹（植樹枡）の花壇整備は石ころだらけでしたので初年度より土づくりから始め花苗購入費用等 

は自己負担でした。 

費用負担もばかにならなくなり現在までに自治会費年額の数百年分の支出になります。 

SDGs の用語がある事すら知りませんでしたが当時は捨てられていた沢山の落ち葉を資源としての自然循環

活用を始めました。 

落ち葉をゴミ（焼却処分による二酸化炭素発生・地球温暖化抑制）とすることなく資源として有効活用（資源

自然循環＝腐葉土・土壌改良材・マルチング）して土（花壇）に還すことを当時より始めています。 

現在は居住区内の清掃作業員よりその趣旨にご賛同いただきましてゴミ排出軽減として落ち葉のご提供を受

けています。 

平成２９年に横浜市のHP でハマロード・サポーター制度を知り、直ぐに有志を募り「きりがおか２２街区緑

の会」として認定を受けました。 

年々歳々、その成果（市道沿道街路樹植樹枡＝花壇）は沿道を通る方々より評価してくださるようになりまし

て平成３０年 1月に霧が丘連合自治会より感謝状を受けました。 

緑土木事務所より清掃用具・花苗等のご支援を頂く事ができるようになりました。 

横浜市等の支援・市民活動の認知の必要性により法人格のある組織として平成３１年３月「特定非営利活動法

人わかば」を設立しました。 

以上の活動経緯ですので「きりがおか２２街区緑の会」と「特定非営利活動法人わかば」は代表者が同じで表

裏一体の活動をしています。 

令和 1年に参加した市民活動講座で「NPO 法人ぷかぷか」のしょうがいしゃ（しょうがいしゃ自立支援事業他）

は働く場所を求めている事を知りました。 

「NPO 法人ぷかぷか」は同じ霧が丘三丁目地域に施設があり以前より知っていましたので早速、有償での作業

依頼をお願いしまして今日に至っています。 

先般、「ＮＰＯ法人ぷかぷか」と「特定非営利活動法人わかば」の活動（協働事業）として「横浜市福祉協議会」

より取材を受けました。 

「横浜市社会福祉協議会」発行（５万部）「福祉よこはま」の１２月号に表紙とＡ４見開きとして「特定非営

利活動法人わかば」は一部掲載が決定しました。 
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５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

横浜市市道沿道街路樹植樹枡（花壇）３４０ｍの環境整備（美化清掃事業）は年々充実した花壇として評価を受けて

います。 

活動（環境美化清掃）の成果は霧が丘他地区の自治会等も環境美化清掃作業に良い影響を与えています。 

－－－－－－－－－－ 

花いっぱい活動Ⅰ 

① 霧が丘で一番綺麗（清掃）で美しい（植樹枡＝花壇）市道沿道【22街区】 ⇒目標② 

② 緑区で一番綺麗（清掃）で美しい（植樹枡＝花壇）市道沿道【霧が丘】 ⇒目標③ 

③ 横浜市で一番綺麗（清掃）で美しい（植樹枡＝花壇）市道沿道【霧が丘】を目指しています。 

花いっぱい活動Ⅱ 

UR霧が丘２２街区（賃貸居住棟）の環境美化（花壇）整備（UR都市機構と協定書締結予定） 

－－－－－－－－－－ 

しょうがいしゃ（ＮＰＯ法人ぷかぷか）と共生社会（社会へのバリアフリー化）への実現⇒共生社会【霧が丘のまち】 

 

 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

（冒頭の「応募について」ページにて、「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。） 

 

 

 

 

 

 

６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

緑区地域振興課より３年間の補助金が最終年度です。 

「特定非営利活動法人わかば」は３年後を目指して事業化による収益での運営を目指しています。 

現在「特定非営利法人わかば」は２２街区来客用駐車場の運営管理をしています。 

コロナ化で減りましたが来年度は年間４万円ぐらいの寄付金予定です。 

横浜市資源循環局に「資源集団登録団体（きりがおか２２街区緑の会）」として来年度より登録できますと永

続的に年間１０万円程度の補助金受給予定をしています。 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」との共生社会の実現へ向けて「しょうがいしゃ」への働き場所の創造をする。 

活動の継続・発展に「特定非営利活動法人わかば」は「有償ボランティア」の実現を設立趣意書に謳っていま

ので働きたくても働く場所が無い地域高齢者を対象に有償ボランティアの実現を目指します。 

令和３年度は個人の方に有償にて居住区内花壇一画の維持管理を依頼中です。 
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７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

【例】 

●最も注目してもらいたい・評価してもらいたい取組 

●一番成果があがっていると思う取組 

●他の団体と異なる自分たちの強み・独自性 

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

 

市道２２街区沿道の環境整備の一環として街路樹植樹枡【花壇】の四季折々の成果【添付写真参照】 

花ガラ摘み・剪定等の手入れ・水やりは日常の作業として維持管理を実践しています。 

緑土木事務所主催（通期３年全３０回・今期３年目）園芸講座（花と緑のサポーター養成講座）への参加団体

（公園愛護会／ハマロード・サポーター登録団体）との日常活動に引けを取ることはありません。 

歩行者専用道路の落ち葉をゴミ（焼却処分による二酸化炭素発生・地球温暖化抑制）とすることなく資源とし

て有効活用（資源自然循環＝腐葉土・土壌改良材・マルチング※）として土（花壇）に還す実践行動は他の団

体は一部腐葉土等にしている団体もありますが、その有効活用量は圧倒的です。 

※マルチング【植物の株元をさまざまな資材で覆うことを指します。「マルチ」をする主な目的としては土壌

中の水分の蒸散のコントロールや地温の上昇効果、そして病害虫からの保護と雑草対策が挙げられます】 

当団体では落ち葉を粉砕してマルチング材として有効活用しています。 

マルチングしている横浜市の街路樹植樹枡（花壇）を見かけたことは未だにありません。 

歩行者専用道路の両側が植樹されていますので落ち葉の量が半端ではありません。 

そのような道路環境は他に類を見ませんので毎週清掃している団体は殆どありません。 

歩道のゴミ拾い程度になります。 

街路樹植樹枡【花壇】の環境整備をしている沿道は吹き抜ける風が強く雨も相まって花の姿形が大変影響を受

けやすく支柱等手間暇が掛かります。 

街路樹植樹枡を【花壇】にしていますので街路樹の根【側根】の成長による花の成長への影響が大きくて【側

根】の処理（根切り）をしなければならないことが有りますので通常の花壇以上に手間暇がかかります。 

水道が近くに無いので真夏や晴天が続くと「水やり」が大変です。 

100ｍ以上離れた場所よりポリバケツに汲んだ水を台車で運んで水やりをしますが何回も往復をしなければな

らず半日以上も掛かる事があります。 

－－－－－－－－－ 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」（しょうがいしゃ自立支援事業他）と毎週水曜日に歩行者専用道路の環境整備（美化・

清掃）の協働作業を行っています。 

他の団体では皆無と思われます。 

「ＮＰＯ法人ぷかぷか」に対価として些少では有りますがお支払いしています。 

しょうがいしゃ（ＮＰＯ法人ぷかぷか）との共生社会（社会のバリアフリー化）の実現を目指している団体は

稀有です。緑区役所（補助金申請部所地域振興課）より評価をいただいております。 

「横浜市社会福祉協議会」発行（５万部）「福祉よこはま」の１２月号に表紙とＡ４見開きとして「NPO法人ぷ

かぷか」が掲載されますがその一環ではありますが「特定非営利活動法人わかば」も掲載されます。 

知的しょうがいしゃとの作業になります。おのおの個性がありますので協働（二人一組等）作業は難しいです。 

個性を見極め、各人の単独作業による組み合わせで協働作業としています。 

毎週の作業になりますので清掃用具等の取り扱いに慣れて作業も上達しますので本人の自信に繋がっていま

す。３年目になりますが作業が嫌で欠席や作業放棄された方はだれ一人おりません。 
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